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は
じ
め
に

『
古
事
記
』
及
び
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
天あ

ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
が
天
照
大

神
を
天
石
窟
か
ら
誘
い
出
す
た
め
に
試
み
た
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
は
、「
神

懸
」・「
顕
神
明
之
憑
談
」
と
、
い
ず
れ
も
漢
字
表
記
で
は
あ
る
が
、『
日

本
書
紀
』
に
施
さ
れ
た
訓
釈
に
よ
っ
て
、
そ
の
読
み
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
は
言
い
な
が
ら
、
神
意
が
示
さ

れ
る
託
宣
ら
し
き
描
写
を
伴
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
天
鈿
女
命
が
何
者

か
に
憑
依
し
た
り
、
あ
る
い
は
憑
依
さ
れ
た
り
す
る
必
然
性
に
乏
し
く
、

語
義
の
内
実
は
明
ら
か
と
は
言
え
な
い
。
一
方
、
同
じ
上
代
の
文
献
に

は
、
憑
依
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
漢
字
を
数
種
類
確
認
で
き
る
が
、
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
記
紀
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
は
異
な
る
漢
字
で
あ

る
上
に
、
訓
釈
を
伴
わ
な
い
た
め
、
読
み
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

稿
者
は
、
こ
れ
ら
憑
依
を
意
味
す
る
漢
字
は
「
カ
カ
ル
」
よ
り
も
「
ツ

ク
」
と
読
む
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
記
紀
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と

は
、
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、「
カ
ム
ガ
カ

リ
」
の
「
カ
カ
ル
」
は
、
憑
依
を
意
味
す
る
「
ツ
ク
」
と
は
異
な
り
、

憑
依
の
意
味
も
含
み
得
る
も
の
の
、
広
義
に
お
け
る
神
と
人
と
の
交
流

を
表
す
言
葉
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
別
稿
を
用
意
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
代
の
文
献
か
ら
は
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と

読
む
こ
と
の
明
ら
か
な
用
例
を
、
天
石
窟
の
場
面
以
外
に
見
出
せ
な
い

た
め
、
語
義
の
よ
り
詳
細
な
検
証
は
困
難
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
巻
五
の
最
後
を
飾
る
「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
三

首
」
は
、
長
歌
（
九
〇
四
番
歌
）
と
反
歌
二
首
（
九
〇
五
番
歌
・
九
〇

藤

崎

祐

二

『
万
葉
集
』「
恋
男
子
名
古
日
歌
」
に
お
け
る
「
カ
カ
ラ
ズ
モ
　
カ
カ
リ
モ
」
再
考

―
記
紀
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
内
実
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
―
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六
番
歌
）
か
ら
成
る
挽
歌
で
あ
る
。
愛
児
を
失
っ
た
親
の
痛
切
な
悲
し

み
が
吐
露
さ
れ
て
お
り
、
左
注
の
内
容
や
、
そ
の
作
風
な
ど
か
ら
山
上

憶
良
の
詠
と
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
長
歌
（
九
〇
四
番
歌
）
に
お
い
て
、

子
の
快
復
を
祈
り
、
運
命
を
神
に
委
ね
る
一
節
に
焦
点
を
絞
り
、
解
釈

を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
上
代
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
語
義
を
検

証
す
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
用
例
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一

い
さ
さ
か
長
文
と
な
る
が
、「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
三
首
」
の

全
文
を
以
下
に
掲
げ
る

（
注
１
）。

	
	

［
原
文
］ 

戀
二
男
子
名
古
日
一
謌
三
首　
長
一
首

短
二
首

世
人
之　

貴
慕　

七
種
之　

寶
毛　

我
波
何
爲　

和
我
中
能　

産

礼
出
有　

白
玉
之　

吾
子
古
日
者　

明
星
之　

開
朝
者　

敷
多
倍

乃　

登
許
能
邊
佐
良
受　

立
礼
杼
毛　

居
礼
杼
毛　

登
母
尓
戯
礼　

夕
星
乃　

由
布
弊
尓
奈
礼
婆　

伊
射
祢
余
登　

手
乎
多
豆
佐
波
里　

父
母
毛　

表
者
奈
佐
我
利　

三
枝
之　

中
尓
乎
祢
牟
登　

愛
久   



志
我
可
多
良
倍
婆　

何
時
可
毛　

比
等
々
奈
理
伊
弖
天　

安
志
家

口
毛　

与
家
久
母
見
武
登　

大
船
乃　

於
毛
比
多
能
無
尓　

於
毛

波
奴
尓　

横
風
乃　

尓
布
敷
可
尓　

覆
來
礼
婆　

世
武
須
便
乃　

多

杼
伎
乎
之
良
尓　
Ⓐ
志
路
多
倍
乃　

多
須
吉
乎
可
氣　
Ⓑ
麻
蘇
鏡   

弖
尓
登
利
毛
知
弖　

天
神　

阿
布
藝
許
比
乃
美　

地
祇　

布
之
弖

額
拜　
Ⓒ
可
加
良
受
毛　

可
賀
利
毛　

神
乃
末
尓
麻
尓
等　

立
阿

射
里　

我
例
乞
能
米
登　

須
臾
毛　

余
家
久
波
奈
之
尓　

漸
　々

可

多
知
都
久
保
利　

朝
　々

伊
布
許
等
夜
美　

靈
剋　

伊
乃
知
多
延

奴
礼　

立
乎
杼
利　

足
須
里
佐
家
婢　

伏
仰　

武
祢
宇
知
奈
氣
吉　

手
尓
持
流　

安
我
古
登
婆
之
都　

世
間
之
道

	
	

反
謌　

和
可
家
礼
婆　

道
行
之
良
士　

末
比
波
世
武　

之
多
敞
乃
使　

於

比
弖
登
保
良
世

布
施
於
吉
弖　

吾
波
許
比
能
武　

阿
射
無
加
受　

多
太
尓
率
去
弖　

阿
麻
治
思
良
之
米

	
�

右
一
首
、
作
者
未
レ
詳
。
但
、
以
三
裁
謌
之
體
似
二
於
山
上
之
操
一
、

載
二
此
次
一
焉
。

	
	

［
訓
読
文
］　 

	
	

男を
の
こ子
名
は
古ふ
る

日ひ

に
戀
ふ
る
歌
三
首　
長
一
首

短
二
首

世
の
人
の　

貴た
ふ
とび

願
ふ　

七な
な

種く
さ

の　

寶
も　

わ
れ
は
何な
に

爲せ

む　

わ

が
中な

か

の　

生
れ
出
で
た
る　

白
玉
の　

わ
が
子
古
日
は　

明あ
か

星ほ
し

の　

明あ

く
る
朝あ
し
たは　

敷し
き

栲た
へ

の　

床と
こ

の
邊べ

去
ら
ず　

立
て
れ
ど
も　

居を

れ

ど
も　

共
に
戲た

は
ぶれ　

夕ゆ
ふ

星つ
づ

の　

夕ゆ
ふ
べに

な
れ
ば　

い
ざ
寢
よ
と　

手
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に
暗
転
し
て
子
の
危
篤
が
示
さ
れ
、
最
後
に
、
必
死
の
祈
願
も
む
な
し

く
子
に
先
立
た
れ
た
親
の
慟
哭
が
、
情
感
豊
か
に
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い

る
。本

稿
で
問
題
と
す
る
の
は
、
傍
線
Ⓒ
の
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ　

神
ノ
マ
ニ
マ
ニ
ト
」
の
解
釈
で
あ
る
。
子
の
快
復
を
祈
願
す
る
一
連
の

描
写
に
あ
っ
て
、
運
命
を
神
に
委
ね
る
表
現
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、

現
代
の
諸
注
釈
は
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
を
、「
か
く
有
ら
ず
も　

か
く
有
り
も
」
の
約
ま
っ
た
形
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、「
こ
の

よ
う
で
な
く
て
も
、
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
神
の
思
し
召
し
の
ま
ま
」

の
ご
と
き
解
釈
と
な
り
、「
か
く
」
は
病
気
の
状
態
を
指
し
示
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

現
代
に
お
け
る
定
説
も
、
江
戸
時
代
の
注
釈
を
紐
解
く
と
、
異
な
る

解
釈
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
契
沖
の
『
万
葉
代
匠
記

（
注
２
）』
は
、
元

禄
元
年
（
一
六
八
八
）
頃
成
立
し
た
初
稿
本
と
、
元
禄
三
年
（
一
六
九

〇
）
に
成
立
し
た
精
撰
本
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
注
釈

す
る
。

	
	

［
初
稿
本
］

か
ゝ
ら
ず
も
か
ゝ
り
も
、
め
く
み
に
か
ゝ
ら
ん
も
、
か
ゝ
ら
さ
ら

ん
も
神
の
御
心
に
ま
か
せ
て
い
の
る
な
り
。
源
氏
物
語
須
磨
に
、

海
に
ま
す
神
の
め
く
み
に
か
ゝ
ら
す
は
塩
の
や
を
あ
ひ
に
さ
す
ら

を
携た
づ
さは
り　

父
母
も　

上う
へ

は
勿な

下さ
が

り　

三さ
き

枝く
さ

の　

中
に
を
寢
む
と　

愛う
つ
くし
く　

其し

が
語
ら
へ
ば　

何い

時つ

し
か
も　

人
と
成
り
出
で
て　

惡あ

し
け
く
も　

善よ

け
く
も
見
む
と　

大お
ほ

船ぶ
ね

の　

思
ひ
憑た
の

む
に　

思
は
ぬ

に　

横
よ
こ
し
ま
か
ぜ

風
の　

に
ふ
ぶ
か
に　

覆お
ほ

ひ
來き
た

れ
ば　

爲せ

む
術す
べ

の　

方た
ど
き便

を
知
ら
に　
Ⓐ
白し

ろ

栲た
へ

の　

手た

襁す
き

を
掛
け　
Ⓑ
ま
そ
鏡　

手
に
取
り
持
ち

て　

天
つ
神　

仰
ぎ
乞
ひ
祈の

み　

地く
に

つ
神か
み　

伏
し
て
額ぬ
か

づ
き　
Ⓒ
か

か
ら
ず
も　

か
か
り
も　

神
の
ま
に
ま
に
と　

立
ち
あ
ざ
り　

わ

れ
乞
ひ
祈の

め
ど　

須し
ま

臾し
く

も　

快よ

け
く
は
無
し
に　

漸や
く

漸や
く

に　

容か
た
ち貌

つ
く
ほ
り　

朝あ
さ

な
朝あ
さ

な　

言
ふ
こ
と
止や

み　

た
ま
き
は
る　

命
絶

え
ぬ
れ　

立
ち
踊
り　

足
摩す

り
叫
び　

伏
し
仰
ぎ　

胸
う
ち
嘆
き　

手
に
持も

て
る　

吾あ

が
兒
飛
ば
し
つ　

世よ
の

間な
か

の
道

	
	

反
歌　

若
け
れ
ば
道
行
き
知
ら
じ
幣ま

ひ

は
爲せ

む
黄し
た
へ泉
の
使
負
ひ
て
通と
ほ

ら
せ

布ふ

施せ

置
き
て
わ
れ
は
乞
ひ
祷の

む
あ
ざ
む
か
ず
直た
だ

に
率ゐ

去ゆ

き
て
天あ
ま

路ぢ

知
ら
し
め

	
�

右
の
一
首
は
、
作
者
詳
ら
か
な
ら
ず
。
但た
だ

し
、
裁
歌
の
體
、
山

上
の
操
に
似
た
る
を
以
ち
て
、
こ
の
次
に
載
す
。

長
歌
の
内
容
を
見
る
と
、
ま
ず
、
冒
頭
に
お
い
て
わ
が
子
へ
の
愛
情
を

表
明
し
、
引
き
続
き
幼
子
の
愛
ら
し
い
様
子
を
描
写
し
、
さ
ら
に
は
健

や
か
な
成
長
を
願
う
親
の
心
が
歌
わ
れ
る
も
の
の
、
後
半
に
は
、
俄
か
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へ
な
ま
し
。

	
	

［
精
撰
本
］

カ
ヽ
ラ
ス
モ
カ
ヽ
リ
モ
ト
ハ
、
神
ノ
恵
ニ
カ
ヽ
ラ
ス
モ
、
カ
ヽ
リ

モ
ナ
リ
。」
源
氏
須
磨
ニ
、
海
ニ
マ
ス
神
ノ
恵
ニ
カ
ヽ
ラ
ス
ハ
ト
ヨ

メ
リ
。

契
沖
は
「
カ
カ
リ
」
を
「
か
く
有
り
」
で
は
な
く
、「（
神
の
恩
恵
を
）

こ
う
む
る
」
の
ご
と
き
意
味
に
と
ら
え
、『
源
氏
物
語
』
の
作
中
歌

（
注
３
）を

例

に
挙
げ
る
。
一
方
、
現
代
に
通
じ
る
解
釈
を
提
示
し
た
の
は
、
享
保
年

間
（
一
七
一
六
～
一
七
三
六
）
頃
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
、
荷
田
信

名
の
『
万
葉
集
童
蒙
抄

（
注
４
）』
で
あ
る
。
荷
田
春
満
の
『
万
葉
集
僻
案
抄
』

の
後
を
継
ぐ
も
の
で
、
信
名
独
自
の
説
で
は
な
く
、
荷
田
家
に
よ
る
注

釈
書
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

可
加
良
受
毛
可
加
利
毛　

如
レ
此
あ
る
も
あ
ら
ぬ
も
と
い
ふ
義
か
。

又
諸
説
は
神
の
恵
に
か
ゝ
ら
ず
も
か
ゝ
る
も
と
い
ふ
義
と
也
。
源

氏
物
語
須
磨
の
巻
に
も

	
	
�

う
み
に
ま
す
神
の
め
ぐ
み
に
か
ゝ
ら
ず
ば
し
ほ
の
や
ほ
あ
ひ

に
さ
す
ら
へ
な
ま
し

と
詠
め
る
事
も
あ
ら
ば
、
恵
み
に
か
ゝ
り
も
か
ゝ
ら
ず
も
と
い
ふ

事
に
も
や
あ
ら
ん
。
そ
れ
に
て
は
め
ぐ
み
と
云
詞
を
入
れ
て
不
レ

解
ば
き
こ
え
ぬ
故
、
詞
の
ま
ゝ
に
解
せ
ん
に
は
か
く
あ
ら
ず
も
あ

り
と
も
見
る
べ
き
か

契
沖
の
説
を
紹
介
し
つ
つ
も
、「
め
ぐ
み
」
と
い
う
語
を
補
足
し
な
け
れ

ば
意
味
が
通
り
に
く
い
こ
と
を
理
由
に
、「
か
く
有
り
」
の
約
ま
っ
た
形

と
解
釈
す
る
。
そ
の
後
の
江
戸
期
の
注
釈
で
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
に
成
立
し
た
加
藤
千
蔭
の
『
万
葉
集
略
解

（
注
５
）』
と
、
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
頃
に
成
立
し
た
鹿
持
雅
澄
の
『
万
葉
集
古
義

（
注
６
）』

が
、
契
沖

説
に
依
拠
し
た
一
方
で
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
成
立
し
た
岸

本
由
豆
流
の
『
万
葉
集
攷
証

（
注
７
）』

は
、『
童
蒙
抄
』
と
同
説
を
唱
え
、
以
下

の
よ
う
に
契
沖
説
を
否
定
し
た
。

如カ

此ク

不ア
ラ
ズ有
と
も
、
如カ

此ク

有ア
リ

と
も
い
ふ
を
、
く
あ
の
反
、
か
な
れ
ば
、

か
ゝ
ら
ず
も
、
か
ゝ
り
も
と
は
い
へ
る
に
て
、
こ
ゝ
は
天
神
地
祗

を
祈
り
て
、
子
の
病
の
事
を
申
せ
ど
も
、
よ
し
や
如カ

何ク

あ
ら
で
失

る
と
も
、
ま
た
如カ

此ク

生
て
あ
り
と
も
、
神
の
ま
に
〳
〵
任
せ
奉
る

よ
し
な
り
。
こ
れ
を
神
の
恵
み
に
、
懸
り
も
懸
ら
ず
も
の
意
と
す

る
は
、
非
な
り

（
注
８
）。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
両
説
が
並
存
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
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近
代
の
注
釈
に
お
い
て
も
、
当
初
は
契
沖
説
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
た
。

明
治
の
空
白
期
を
経
て
、
ま
ず
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
か
ら
出
版

さ
れ
た
井
上
通
泰
の
『
万
葉
集
新
考

（
注
９
）』

は
「
契
沖
『
神
の
恵
に
か
ゝ
ら

ず
も
か
ゝ
り
も
也
』
と
い
へ
り
。」
と
契
沖
説
を
引
用
し
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
鴻
巣
盛
広
の
『
万
葉
集
全
釈（

（注

（
注

』
も
、
契

沖
説
に
依
拠
し
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
万
葉
集
総

釈
（
（注

（
注

』
は
、「
か
く
有
り
」
説
を
支
持
し
、
以
降
、『
万
葉
集
評
釈（
（注

（
注

』・『
万

葉
集
全
注
釈（

（注

（
注

』・『
評
釈
万
葉
集（
（注

（
注

』・『
万
葉
集
私
注（
（注

（
注

』・
日
本
古
典
文
学
大

系
（
（注

（
注

・『
万
葉
集
注
釈（
（注

（
注

』・
日
本
古
典
文
学
全
集（
（注

（
注

・
新
潮
日
本
古
典
集
成（
（注

（
注

・

『
万
葉
集
全
注（

（注

（
注

』・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集（
（注

（
注

・『
万
葉
集
釈
注（
（注

（
注

』・
新
日

本
古
典
文
学
大
系（

（注

（
注

・『
万
葉
集
全
歌
講
義（
（注

（
注

』
と
、
い
ず
れ
も
『
童
蒙
抄
』

や
『
攷
証
』
の
「
か
く
有
り
」
説
を
継
承
し
て
現
代
に
至
る
。

二

本
稿
は
、
傍
線
Ⓒ
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ　

神
ノ
マ
ニ
マ
ニ
ト
」

の
語
義
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
、「
か
く
有
ら
ず
も　

か
く
有
り
も
」
の
約
ま
っ
た
形
で
あ
る
と
す
る
説
の
妥
当
性
を
検
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
、「
マ
ニ
マ
」
と
い
う
語
を
伴
っ
て
、
他
者

に
決
定
を
委
ね
る
表
現
は
、『
万
葉
集
』
に
散
見
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
慣

用
性
も
窺
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
傍
線
Ⓒ
と
同
様
の
表
現
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
比
較
対
象
と
し
て
、
語
義
の
解
明
に
役
立
つ
は
ず

で
あ
る
。

「
マ
ニ
マ
」
は
、『
万
葉
集
』
に
五
十
例
ほ
ど
有
り
、
そ
の
内
、
万
葉

仮
名
表
記
に
よ
っ
て
読
み
の
確
実
な
も
の
も
二
十
例
ほ
ど
存
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
と
い
う
表
現

を
伴
う
も
の
は
「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
」
以
外
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、「
か
く
有
ら
ず
も　

か
く
有
り
も
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
働

き
を
す
る
表
現
と
し
て
目
に
付
く
の
は
、「
カ
ニ
カ
ク
ニ
」「
カ
モ
カ
ク

モ
」「
カ
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
」
の
三
つ
で
、『
万
葉
集
』
に
十
九
例
確
認
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
副
詞
「
か
」「
か
く
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
助
詞
「
に
」

か
助
詞
「
も
」、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
る
「
に
も
」
を
付
け
て
重
ね

た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
伴
う
「
マ
ニ
マ
」

を
、
以
下
に
三
例
掲
げ
る
。

①
『
万
葉
集
』
巻
五　

八
〇
〇
・
八
〇
一
番　

山
上
憶
良
作　

	
	

［
原
文
］

	
	

令
レ
反
二
或
情
一
謌
一
首　
并
レ
序　
　

	
�

或
有
人
、
知
レ
敬
二
父
母
一
、
忘
二
於
侍
養
一
、
不
レ
顧
二
妻
子
一
、
輕
二

於
脱
屣
一
。
自
稱
二
倍
俗
先
生
一
。
意
氣
雖
レ
揚
二
靑
雲
之
上
一
、
身

體
猶
在
二
塵
俗
之
中
一
。
未
レ
驗
二
修
行
得
道
之
聖
一
、
蓋
是
亡
二
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命
山
澤
一
之
民
。
所
以
指
二
示
三
綱
一
、
更
開
二
五
教
一
、
遺
之
以
レ

謌
、
令
レ
反
二
其
或
一
。
歌
曰

父
母
乎　

美
礼
婆
多
布
斗
斯　

妻
子
美
礼
婆　

米
具
斯
宇
都
久
志　

余
能
奈
迦
波　

加
久
叙
許
等
和
理　

母
智
騰
利
乃　

可
可
良
波
志

母
与　

由
久
弊
斯
良
祢
婆　

宇
既
具
都
遠　

奴
伎
都
流
其
等
久　

布

美
奴
伎
提　

由
久
智
布
比
等
波　

伊
波
紀
欲
利　

奈
利
提
志
比
等
迦　

奈
何
名
能
良
佐
祢　

阿
米
弊
由
迦
婆　

奈
何
麻
尓
麻
尓　

都
智
奈
良

婆　

大
王
伊
摩
周　

許
能
提
羅
周　

日
月
能
斯
多
波　

阿
麻
久
毛
能　

牟
迦
夫
周
伎
波
美　

多
尓
具
久
能　

佐
和
多
流
伎
波
美　

企
許
斯
遠

周　

久
尓
能
麻
保
良
叙　

可
尓
迦
久
尓   
保
志
伎
麻
尓
麻
尓　

斯
可

尓
波
阿
羅
慈
迦

	
	

反
謌

比
佐
迦
多
能　

阿
麻
遲
波
等
保
斯　

奈
保
々
々
尓　

伊
弊
尓
可
弊

利
提　

奈
利
乎
斯
麻
佐
尓

	
	

［
訓
読
文
］

	
	

惑ま
と

へ
る
情こ
こ
ろを

反か
へ

さ
し
む
る
歌
一
首　
序
を
并
せ
た
り

	
�

或あ

有る

人ひ
と

、
父
母
を
敬ゐ
や
まふ

こ
と
を
知
れ
れ
ど
も
侍
養
を
忘
れ
、
妻

子
を
顧
み
ず
し
て
、
脱だ

つ

屣し

よ
り
も
輕あ
な
づれ
り
。
自み
づ
から
倍
俗
先
生
と

稱い

ふ
。
意
氣
は
青
雲
の
上
に
揚
る
と
雖
も
、
身
體
は
猶な
ほ

し
塵
俗

の
中
に
在
り
。
修
行
得
道
の
聖ひ

じ
りに
驗し
る
しあ
ら
未ず

、
蓋け
だ

し
こ
れ
山
澤

に
亡
命
す
る
民
な
ら
む
。
所そ

ゑ
に以

三
綱
を
指
示
し
、
更
に
五
教
を

開
き
、
遺お
く

る
に
歌
を
以
ち
て
し
て
、
其
の
惑ま
と
ひを
反
さ
し
む
。
歌

に
曰
は
く

父
母
を　

見
れ
ば
尊た

ふ
とし　

妻め

子こ

見
れ
ば　

め
ぐ
し
愛う
つ
くし　

世
の
中

は　

か
く
ぞ
道こ

と

理わ
り　

黐も
ち

鳥ど
り

の　

か
か
ら
は
し
も
よ　

行ゆ
く
へ方

知
ら
ね

ば　

穿う
け

沓ぐ
つ

を　

脱ぬ

き
棄つ

る
如
く　

踏ふ

み
脱ぬ

き
て　

行
く
ち
ふ
人
は　

石い
は

木き

よ
り　

成
り
出で

し
人
か　

汝な

が
名
告の

ら
さ
ね　

天あ
め

へ
行
か
ば　

汝な

が
ま
に
ま
に　

地つ
ち

な
ら
ば　

大お
ほ

君き
み

い
ま
す　

こ
の
照
ら
す　

日

月
の
下し

た

は　

天あ
ま

雲く
も

の　

向む
か

伏ぶ

す
極き
は

み　

谷た
に

蟆ぐ
く

の　

さ
渡
る
極き
は

み　

聞き
こ

し
食を

す　

國
の
ま
ほ
ら
ぞ　

か
に
か
く
に　

欲ほ

し
き
ま
に
ま
に　

然し
か

に
は
あ
ら
じ
か

	
	

反
歌

ひ
さ
か
た
の
天あ

ま

路ぢ

は
遠
し
な
ほ
な
ほ
に
家
に
歸
り
て
業な
り

を
爲し

ま
さ
に

②
『
万
葉
集
』
巻
十
四　

三
三
七
七
番　

作
者
不
詳

	
	

［
原
文
］

武
藏
野
乃　

久
佐
波
母
呂
武
吉　

可
毛
可
久
母　

伎
美
我
麻
尓
末

尓　

吾
者
余
利
尓
思
乎

	
	

［
訓
読
文
］

武
藏
野
の
草
は
諸も

ろ

向む

き
か
も
か
く
も
君
が
ま
に
ま
に
吾あ

は
寄よ

り
に

し
を
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③
『
万
葉
集
』
巻
十
七　

三
九
九
三
・
三
九
九
四
番　

大
伴
池
主
作　

	
	

［
原
文
］

	
	

敬
下
和
遊
二
覽
布
勢
水
海
一
賦
上
一
首　
并
二
一
絶
一

布
治
奈
美
波　

佐
岐
弖
知
理
尓
伎　

宇
能
波
奈
波　

伊
麻
曾
佐
可

理
等　

安
之
比
奇
能　

夜
麻
尓
毛
野
尓
毛　

保
登
等
藝
須　

奈
伎

之
等
与
米
婆　

宇
知
奈
妣
久　

許
己
呂
毛
之
努
尓　

曾
己
乎
之
母   

宇
良
胡
非
之
美
等　

於
毛
布
度
知　

宇
麻
宇
知
牟
礼
弖　

多
豆
佐

波
理　

伊
泥
多
知
美
礼
婆　

伊
美
豆
河
泊　

美
奈
刀
能
須
登
利   



安
佐
奈
藝
尓　

可
多
尓
安
佐
里
之　

思
保
美
弖
婆　

都
麻
欲
妣
可

波
須　

等
母
之
伎
尓　

美
都
追
須
疑
由
伎　

之
夫
多
尓
能　

安
利

蘇
乃
佐
伎
尓　

於
枳
追
奈
美　

余
勢
久
流
多
麻
母　

可
多
与
理
尓　

可
都
良
尓
都
久
理　

伊
毛
我
多
米　

氐
尓
麻
吉
母
知
弖　

宇
良
具

波
之　

布
勢
能
美
豆
宇
弥
尓　

阿
麻
夫
祢
尓　

麻
可
治
加
伊
奴
吉　

之
路
多
倍
能　

蘇
泥
布
理
可
邊
之　

阿
登
毛
比
弖　

和
賀
己
藝
由

氣
婆　

乎
布
能
佐
伎　

波
奈
知
利
麻
我
比　

奈
伎
佐
尓
波　

阿
之

賀
毛
佐
和
伎　

佐
射
礼
奈
美　

多
知
弖
毛
爲
弖
母　

己
藝
米
具
利　

美
礼
登
母
安
可
受　

安
伎
佐
良
婆　

毛
美
知
能
等
伎
尓　

波
流
佐

良
婆　

波
奈
能
佐
可
利
尓　

可
毛
加
久
母　

伎
美
我
麻
尓
麻
等   



可
久
之
許
曾　

美
母
安
吉
良
米
　々

多
由
流
比
安
良
米
也

之
良
奈
美
能　

与
世
久
流
多
麻
毛　

余
能
安
比
太
母　

都
藝
弖
民

仁
許
武　

吉
欲
伎
波
麻
備
乎

	

右
、
掾
大
伴
宿
祢
池
主
作
。
四
月
廿
六

日
追
和

	
	

［
訓
読
文
］

	
	
�

布
勢
の
水
海
に
遊
覽
す
る
賦
に
敬つ
つ
しみ

和こ
た

ふ
る
一
首　
一
絶
を
并

せ
た
り

藤
波
は　

咲
き
て
散
り
に
き　

卯う

の
花
は　

今
そ
盛
り
と　

あ
し

ひ
き
の　

山
に
も
野
に
も　

霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥　

鳴
き
し
響と
よ

め
ば　

う
ち
靡

く　

心
も
し
の
に　

そ
こ
を
し
も　

う
ら
戀ご

ひ

し
み
と　

思
ふ
ど
ち　

馬
う
ち
群
れ
て　

携た
づ
さは

り　

出
で
立
ち
見
れ
ば　

射い

水み
づ

川が
は　

湊み
な
との

洲す

鳥ど
り　

朝
凪な

ぎ
に　

潟か
た

に
求あ
さ
り食
し　

潮
滿
て
ば　

妻
呼
び
交か
は

す   


羨と
も

し
き
に　

見
つ
つ
過
ぎ
行
き　

澁し
ぶ

谿た
に

の　

荒あ
り

磯そ

の
崎
に　

沖
つ

波　

寄
せ
來
る
玉
藻　

片
搓よ

り
に　

蘰か
づ
らに
作
り　

妹
が
た
め　

手

に
纏ま

き
持
ち
て　

う
ら
ぐ
は
し　

布ふ

勢せ

の
水み
づ

海う
み

に　

海あ

人ま

船ぶ
ね

に   


眞ま

楫か
ぢ

擢か
い

貫ぬ

き　

白し
ろ

栲た
へ

の　

袖
振
り
反か
へ

し　

率あ
ど
もひ
て　

わ
が
漕
ぎ
行

け
ば　

乎を

布ふ

の
崎　

花
散
り
ま
が
ひ　

渚な
ぎ
さに

は　

葦あ
し

鴨が
も

騷
き　

さ

ざ
れ
波　

立
ち
て
も
居
て
も　

漕
ぎ
廻め

ぐ

り　

見
れ
ど
も
飽
か
ず   



秋
さ
ら
ば　

黄も
み
ち葉

の
時
に　

春
さ
ら
ば　

花
の
盛
り
に　

か
も
か

く
も　

君
が
ま
に
ま
と　

か
く
し
こ
そ　

見
も
明あ

き

ら
め
め　

絶
ゆ

る
日
あ
ら
め
や

白
波
の
寄
せ
く
る
玉
藻
世
の
間あ

ひ
だも
續つ

ぎ
て
見
に
來こ

む
淸
き
濱は
ま

傍び

を

	
�

右
は
、
掾
大
伴
宿
禰
池
主
の
作
な
り
。
四
月
二
十
六
日
追
ひ
て
和
ふ
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①
の
詠
者
は
、
傍
線
部
に
お
い
て
「
好
き
な
よ
う
に
す
る
が
い
い
」
と
、

相
手
の
判
断
に
任
せ
て
お
り
、
選
択
肢
は
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

全
体
の
文
脈
か
ら
、
家
族
を
見
捨
て
て
逃
亡
す
る
こ
と
と
、
家
族
の
た

め
に
と
ど
ま
る
こ
と
の
二
択
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
②
の

詠
者
は
、
相
手
に
、
自
身
の
忠
実
な
真
心
に
報
い
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
場
合
は
、
選
択
肢
を
明
確
に
す
る
必
要
性
は
さ
ら
に
希
薄
で

あ
り
、「
あ
あ
で
あ
ろ
う
と
こ
う
で
あ
ろ
う
と
、
た
だ
ひ
た
す
ら
あ
な
た

に
従
順
で
あ
っ
た
の
に
」
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
③
は
、
秋
の
紅

葉
と
春
の
花
と
い
う
選
択
肢
を
提
示
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
限

定
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
で
遊
覧
を
楽
し
む
こ
と
を
勧
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
選
択
肢
を
あ
え
て
明
確
に
提
示
す
る
必
要
の
無
い
場

合
や
、
前
後
の
文
脈
か
ら
選
択
肢
を
類
推
で
き
る
場
合
に
は
、「
カ
ニ
カ

ク
ニ
」「
カ
モ
カ
ク
モ
」「
カ
ニ
モ
カ
ク
ニ
モ
」
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
を
「
か
く
有
ら
ず
も　

か
く
有
り

も
」
の
約
ま
っ
た
形
と
み
な
す
の
で
あ
れ
ば
、「
か
く
」
の
具
体
的
な
内

容
を
文
脈
か
ら
判
断
せ
ざ
る
を
得
ず
、
言
葉
の
働
き
と
し
て
は
「
カ
ニ

カ
ク
ニ
」
等
と
大
差
な
い
。「
わ
が
子
の
運
命
は
神
の
御
心
の
ま
ま
」
の

ご
と
き
意
味
と
考
え
ら
れ
る
「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
三
首
」
の

傍
線
Ⓒ
も
、「
カ
ニ
カ
ク
ニ
」
等
で
十
分
意
味
が
通
じ
る
の
に
、
な
ぜ
孤

例
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
が
使
わ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
は
、
副
詞
「
か
く
」
と
動
詞
「
有
り
」

の
約
ま
っ
た
形
で
は
な
く
、
具
体
的
な
二
択
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
実
際
に
、「
マ
ニ
マ
」
の
用
例
の
中
に
は
、
以
下
に
掲
げ
る
三
例

の
よ
う
に
、
直
前
に
具
体
的
な
選
択
肢
を
提
示
す
る
場
合
が
あ
る
。

④
『
万
葉
集
』
巻
九　

一
七
八
五
・
一
七
八
六
番　

笠
金
村
作

	
	

［
原
文
］　

	
	

神
龜
五
年
戊
辰
秋
八
月
謌
一
首　
并
二
短
哥
一

人
跡
成　

事
者
難
乎　

和
久
良
婆
尓　

成
吾
身
者　

死
毛
生
毛　

公

之
隨
意
常　

念
乍　

有
之
間
尓　

虚
蝉
乃　

代
人
有
者　

大
王
之　

御
命
恐
美　

天
離　

夷
治
尓
登　

朝
鳥
之　

朝
立
爲
管　

群
鳥
之

群
立
行
者　

留
居
而　

吾
者
將
戀
奈　

不
見
久
有
者

	
	

反
謌

三
越
道
之　

雪
零
山
乎　

將
越
日
者　

留
有
吾
乎　

懸
而
小
竹
葉
背

	
	

［
訓
読
文
］

	
	

神
龜
五
年
戊
辰
秋
八
月
の
歌
一
首　
短
歌
を
并
せ
た
り　

人
と
成
る　

こ
と
は
難か

た

き
を　

わ
く
ら
ば
に　

成
れ
る
わ
が
身
は　

死し
に

も
生い

き

も　

君
が
ま
に
ま
と　

思
ひ
つ
つ　

あ
り
し
間あ
ひ
だに　

う
つ

せ
み
の　

世
の
人
な
れ
ば　

大お
ほ

君き
み

の　

御み

命こ
と

畏
か
し
こ
み　

天あ
ま

離ざ
か

る　

夷ひ
な

治を
さ

め
に
と　

朝あ
さ

鳥と
り

の　

朝あ
さ

立だ
ち

し
つ
つ　

群む
ら

鳥と
り

の　

群む
ら

立た

ち
行
け
ば　
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留と
ま

り
居
て　

わ
れ
は
戀
ひ
む
な　

見
ず
久ひ
さ

な
ら
ば

	
	

反
歌

み
越こ

し

路ぢ

の
雪
降
る
山
を
越
え
む
日
は
留
れ
る
わ
れ
を
懸か

け
て
偲し
の

は
せ

⑤�『
万
葉
集
』
巻
十　

一
九
一
二
番　
（
春
の
相
聞　
「
霞
に
寄
す
」
六

首
の
四
首
目　

作
者
不
詳
）

	
	

［
原
文
］

靈
寸
春　

吾
山
之
於
尓　

立
霞　

雖
立
雖
座　

君
之
隨
意

	
	

［
訓
読
文
］

た
ま
き
は
る
わ
が
山
の
上へ

に
立
つ
霞
立
つ
と
も
坐う

と
も
君
が
ま
に

ま
に

⑥�『
万
葉
集
』
巻
十
六　

三
七
九
六
番　
（
竹
取
の
翁
に
対
す
る
「
娘を
と
め子

ら
の
和こ

た

ふ
る
歌
九
首
」
の
三
首
目
）

	
	

［
原
文
］

否
藻
諾
藻　

隨
欲　

可
赦　

皃
所
見
哉　

我
藻
將
依　

三

	
	

［
訓
読
文
］

否い
な

も
諾を

も
欲
し
き
ま
に
ま
に
赦ゆ
る

す
べ
き
貌か
た
ちは

見
ゆ
や
わ
れ
も
依
り

な
む　

三

④
の
詠
者
は
、「
生
モ
死
モ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
旅
立
つ
相
手
に
対
し

て
、
自
身
の
生
死
を
委
ね
る
ほ
ど
の
愛
情
を
表
明
し
て
い
る
。
⑤
の
詠

者
は
「
立
ツ
ト
モ
坐
ト
モ
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
自
身
の
座
る
か

立
つ
か
と
い
う
動
作
の
選
択
を
、
相
手
に
委
ね
て
い
る
。
⑥
に
は
「
否

モ
諾
モ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
翁
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
受
け
入
れ
る
こ
と

も
、
詠
者
で
あ
る
娘
子
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
翁
の
懐
の
深
さ

を
称
え
て
い
る
。
以
上
、
三
例
の
「
マ
ニ
マ
」
は
、
い
ず
れ
も
直
前
に

相
対
す
る
二
択
を
伴
っ
て
い
る
。「
マ
ニ
マ
」
が
伴
う
表
現
の
中
に
は
、

「
カ
ニ
カ
ク
ニ
」
等
の
よ
う
に
選
択
肢
の
内
容
が
曖
昧
な
も
の
ば
か
り
で

は
な
く
、
具
体
的
に
提
示
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。「
男
子
名
は

古
日
に
恋
ふ
る
歌
三
首
」
が
後
者
で
あ
る
可
能
性
は
、
排
除
で
き
な
い
。

前
述
の
と
お
り
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
万
葉
仮
名
表
記
で
な
い
も

の
も
含
め
る
と
、「
カ
ニ
カ
ク
ニ
」・「
カ
モ
カ
ク
モ
」・「
カ
ニ
モ
カ
ク
ニ

モ
」
の
合
計
は
十
九
に
も
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
、「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ

カ
リ
モ
」
は
当
該
歌
の
み
の
孤
例
で
あ
る
。
こ
の
歌
だ
け
が
「
カ
カ
ラ

ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
特
異
性
を
見
落
と
し
て

は
な
ら
な
い
。「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
は
、「
か
く
有
ら
ず
も　

か

く
有
り
も
」
の
約
ま
っ
た
形
な
ど
で
は
な
く
、
前
掲
の
④
「
生
モ
死

モ
」・
⑤
「
立
ツ
ト
モ
坐
ト
モ
」・
⑥
「
否
モ
諾
モ
」
の
様
に
、
具
体
的

な
二
択
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
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三

本
稿
の
冒
頭
に
も
述
べ
た
が
、
記
紀
に
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
い
う
表

現
が
あ
る
。
天
照
大
神
を
天
石
窟
か
ら
誘
い
出
す
た
め
の
手
段
と
し
て
、

天
鈿
女
命
が
試
み
た
行
為
で
あ
る
。
現
代
語
の
「
神
が
か
り
」
や
「
憑

依
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
考
え
ら
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
が
、
上
代
の
文
献

に
お
い
て
、「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
読
む
こ
と
の
明
ら
か
な
語
は
、
記
紀
の

二
例
の
み
で
あ
る
。
稿
者
は
、
上
代
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
は
、

現
代
語
と
は
異
な
り
、
狭
義
に
お
け
る
憑
依
（
と
り
憑
き
）
を
意
味
す

る
言
葉
で
は
な
く
、
広
義
に
お
け
る
神
と
人
間
と
の
交
流
を
意
味
す
る

言
葉
で
あ
る
と
考
え
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
用
意
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
他
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
こ
と
が
、
語
義
の
よ
り

詳
細
な
検
証
を
困
難
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

思
う
に
、「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
」
の
傍
線
Ⓒ
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ　

神
ノ
マ
ニ
マ
ニ
ト
」
は
、
記
紀
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
同

義
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
以
下
に
、『
日
本
書
紀
』
に

お
け
る
天
鈿
女
命
の
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
用
例
を
掲
げ
、
本
稿
の
冒
頭
に

掲
げ
た
「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
」
の
九
〇
四
番
歌
と
比
較
す
る
。

	
	

［
原
文
］　

而
上
枝
懸
二
八
坂
瓊
之
五
百
箇
御
統
一
、中
枝
ⓑ
懸
二
八
咫
鏡
一
、一
云
眞

經
津
鏡
。 

下
枝
懸
二
青
和
幣
、和
幣
、此
云

二  

尼
枳
底
一
。 

ⓐ
白
和
幣
一
、
相
與
致
其
祈
祷
焉
。
又

猨
女
君
遠
祖
天
鈿
女
命
、
則
手
持
二
茅
纏
之
矟
一
、
立
二
於
天
石
窟
戸

之
前
一
、
巧
作
俳
優
。
亦
以
二
天
香
山
之
眞
坂
樹
一
爲
レ
鬘
、
以
レ
蘿　

蘿
、
此
云
二

比
舸
礙
一
。　

爲
二
手
繦
一
、
手
繦
、
此
云

二
多
須
枳
一
。　

而
火
處
燒
、
覆
槽
置　
覆
槽
、
此 

云
二
于
該
一
。　

ⓒ
顯
神
明
之
憑
談
。
顯
神
明
之
憑
談
、
此

云
二
歌
牟
鵝
可
梨
一
。

	
	

［
訓
読
文
］

上か
み

枝つ
え

に
は
八や

坂さ
か

瓊に

の
五い

百ほ

箇つ

の
御み
す

統ま
る

を
懸と
り
かけ
、
ⓑ
中な

か

枝つ
え

に
は
八や

た

咫の

鏡か
が
み

　
一あ
る

に
云
は
く
、
眞ま

經ふ

津つ
の

鏡か
が
み

と
い
ふ
。
を
懸と

り
かけ

、
下し
づ

枝え

に
は
青あ
を

和に
き
て幣

、

和
幣
、
此
を
ば
尼に

枳き

底て

と
云
ふ
。
ⓐ
白し

ろ

和に
き
て幣

を
懸と

り
しで

て
、
相あ
ひ

與と
も

に
致の
み

其い
の

祈り
ま
う祷

す
。
又
猨さ
る
め
の
き
み

女
君
の
遠
祖
天あ
ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
、
則
ち
手て

に
茅ち

纏ま
き

の
矟ほ
こ

を
持も

ち
、
天
あ
ま
の

石い
は

窟や

戸と

の
前ま
へ

に
立た

た
し
て
、
巧た
く
みに
作わ
ざ
を
き

俳
優
す
。
亦
天

香
山
の
眞
坂
樹
を
以
て
鬘か

づ
らに

し
、
蘿ひ
か
げ　

蘿
、
此
を
ば
比ひ

舸か

礙げ

と
云
ふ
。

を
以
て
手た

繦す
き　

手
繦
、
此
を
ば
多た

須す

枳き

と
云
ふ
。
に
し
て
、
火ほ

處と
こ
ろ燒や

き
、

覆う

槽け

置ふ

せ
、
覆
槽
、
此
を
ば
于う

該け

と
云
ふ
。
ⓒ
顯か

む

が

か

り

神
明
之
憑
談
す
。
顯
神

明
之
憑
談
、
此
を
ば
歌か

牟む

鵝が

可か

梨り

と
云
ふ
。

両
場
面
を
比
較
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。
右
の

傍
線
ⓐ
・
ⓑ
・
ⓒ
は
、
九
〇
四
番
歌
の
傍
線
Ⓐ
・
Ⓑ
・
Ⓒ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
対
応
し
て
い
る
。
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天
石
窟
の
場
面
は
、
天
照
大
神
を
誘
い
出
す
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
講
ず
る
場
面
で
あ
る
の
に
対
し
、
九
〇
四
番
歌
は
、
愛
児
を
死
の
淵

か
ら
救
う
べ
く
、
神
に
祈
願
す
る
場
面
で
あ
る
。
神
の
出
現
を
要
請
す

る
こ
と
は
、
神
の
加
護
を
願
う
こ
と
に
等
し
い
。
両
者
は
、
神
の
恩
恵

に
あ
ず
か
ろ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
、
目
的
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
祈
り
に
用
い
る
道
具
類
に
も
共
通
点
が
あ
る
。
傍
線

部
Ⓑ
と
ⓑ
が
示
す
よ
う
に
、
九
〇
四
番
歌
で
は
「
ま
そ
鏡
」
を
手
に
持

ち
、
天
石
窟
の
場
面
で
は
、「
八
咫
鏡
」
を
枝
に
懸
け
る
。
ま
た
、
傍
線

部
Ⓐ
と
ⓐ
が
示
す
よ
う
に
、
九
〇
四
番
歌
で
は
「
白
た
へ
の
た
す
き
」

を
掛
け
、
天
石
窟
の
場
面
で
は
、「
白
和
幣（

（注

（
注

」
を
枝
に
懸
け
る
の
で
あ

る
。
上
代
に
お
い
て
、
神
々
へ
の
祈
り
の
際
に
鏡
や
た
す
き
の
類
が
使

用
さ
れ
た
こ
と
は
、『
万
葉
集
』
に
多
数
用
例
を
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（注

（
注

。

以
上
の
よ
う
な
共
通
点
を
踏
ま
え
る
と
、
九
〇
四
番
歌
の
傍
線
部
Ⓒ

の
「
か
か
る
」
が
、
天
石
窟
の
場
面
の
傍
線
部
ⓒ
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の

「
か
か
る
」
と
同
義
で
あ
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
愛
児
を
救
う
べ

く
一
心
不
乱
に
祈
る
姿
は
、
神
と
の
接
触
を
は
か
り
、
ト
ラ
ン
ス
状
態

と
な
っ
て
踊
る
巫
覡
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
神
と
の
交
流

を
試
み
る
巫
覡
の
姿
は
、
天
照
大
神
を
天
石
窟
か
ら
誘
い
出
そ
う
と
す

る
天
鈿
女
命
の
姿
に
重
ね
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

稿
者
は
、
契
沖
の
「
め
く
み
に
か
ゝ
ら
ん
も
、
か
ゝ
ら
さ
ら
ん
も
神

の
御
心
に
ま
か
せ
て
い
の
る
な
り
。
源
氏
物
語
須
磨
に
、
海
に
ま
す
神

の
め
く
み
に
か
ゝ
ら
す
は
塩
の
や
を
あ
ひ
に
さ
す
ら
へ
な
ま
し
。」
と
の

見
解
に
、
概
ね
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。『
童
蒙
抄
』
に
よ
る
「
そ
れ
に

て
は
め
ぐ
み
と
云
詞
を
入
れ
て
不
レ
解
ば
き
こ
え
ぬ
」
と
の
指
摘
は
、

「
か
か
る
」
が
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
「
カ
カ
ル
」
で
あ
る
可
能
性
を
度
外

視
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
は
、
神
と
人
間
と
が
何
ら

か
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
神
の
恩
恵
を
被
る
こ
と
も
含
ま
れ

る
。「
か
か
る
」
が
、
記
紀
に
お
け
る
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
「
カ
カ
ル
」

と
同
義
で
あ
る
な
ら
ば
、『
童
蒙
抄
』
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
め
ぐ
み
」

な
る
言
葉
を
補
足
せ
ず
と
も
、
意
味
は
通
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

傍
線
部
Ⓒ
の
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
が
、
直
前
の
「
天
神
」・

「
地
祇
」
お
よ
び
直
後
の
「
神
」
と
直
接
的
に
関
係
し
て
い
る
と
見
な
す

な
ら
ば
、
忽
ち
「
神
が
か
り
」
と
い
う
言
葉
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

稿
者
は
こ
れ
を
、
上
代
に
お
い
て
、
記
紀
の
天
石
窟
の
場
面
以
外
に
確

認
で
き
な
い
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
の
類
例
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
三
首
」
の
「
カ
カ
ラ
ズ
モ　

カ
カ
リ
モ
」
は
、「
マ
ニ
マ
」
に
伴
う
表
現
と
し
て
は
特
異
で
あ
る
こ
と

に
着
目
し
て
、「
か
く
有
り
」
の
約
ま
っ
た
形
で
は
な
く
、「
カ
ム
ガ
カ

リ
」
の
「
カ
カ
ル
」
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
子
の
快
復
を
祈
願
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す
る
親
の
前
に
神
が
出
現
し
、
た
ち
ま
ち
の
内
に
癒
し
た
り
、
子
を
救

う
術
を
授
け
た
り
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
現
象
こ
そ
「
カ
ム
ガ

カ
リ
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
は
、
単
に
「
と
り
憑

き
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

人
間
世
界
に
お
い
て
、
巫
覡
が
神
々
と
の
繋
が
り
を
求
め
る
祈
り
の

模
様
は
、
天
石
窟
戸
の
前
で
、
天
鈿
女
命
が
天
照
大
神
を
誘
い
出
す
た

め
に
試
み
た
「
カ
ム
ガ
カ
リ
」
と
性
質
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
こ
の
長

歌
は
、
万
葉
の
時
代
の
祈
り
の
場
に
お
い
て
、
神
話
の
時
代
か
ら
受
け

継
が
れ
た
神
と
人
と
の
対
話
の
構
造
が
、
猶
も
息
づ
い
て
い
た
こ
と
を

伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

注

注
１	

本
稿
に
お
い
て
、
特
に
断
ら
な
い
引
用
文
は
、
読
み
も
全
て
日
本
古
典
文

学
大
系
に
よ
る
。

注
2	

契
沖
全
集
三
『
万
葉
代
匠
記
』
三
（
一
九
七
四
年
・
岩
波
書
店
）。

注
3	

実
際
に
は
、『
源
氏
物
語
』
明
石
巻
に
見
え
、
日
本
古
典
文
学
大
系
に
は

「
う
み
に
ま
す
神
の
た
す
け
に
か
ゝ
ら
ず
ば
潮
の
や
ほ
あ
ひ
に
さ
す
ら
へ

な
ま
し
」
と
あ
る
。

注
4	

荷
田
全
集
三
（
一
九
二
九
年
・
吉
川
弘
文
館
）。

注
5	

歌
謡
俳
書
選
集
一
（
一
九
二
八
年
・
文
献
書
院
）。

注
6	

稿
本
影
印
版
『
万
葉
集
古
義
』
五
（
一
九
八
三
年
・
財
団
法
人
高
知
県
文

教
協
会
）。

注
7	

万
葉
集
叢
書
五
（
一
九
二
六
年
・
古
今
書
院
）。

注
8	

『
童
蒙
抄
』
よ
り
も
一
歩
踏
み
込
ん
で
、「
か
く
」
が
指
し
示
す
内
容
に
も

言
及
し
て
お
り
、「
如カ

何ク

あ
ら
で
失
る
と
も
、
ま
た
如カ

此ク

生
て
あ
り
と
も
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
生
き
て
い
る
状
態
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
十
年
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
万
葉
集
総
釈
』（
注

11
）
は
、「
か
く
」
に
つ
い
て
、「
唯
今
の
病
状
を
指
す
と
思
ふ
」
と
言
及

し
て
お
り
、「
病
気
の
状
態
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
以
来
、
現
代
の
注
釈

は
、
概
ね
「
か
く
」
を
「
病
気
の
状
態
」
と
す
る
。

注
9	

『
万
葉
集
新
考
』
二
（
一
九
二
八
年
・
国
民
図
書
株
式
会
社
）。
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
か
ら
、
非
売
品
と
し
て
少
数
出
版
し
た
も
の
を
、
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
に
、
改
め
て
公
刊
し
た
も
の
。

注
10	

『
万
葉
集
全
釈
』
二
（
一
九
三
三
年
発
行
・
一
九
四
二
年
七
版
・
広
文
堂

書
店
）。

注
11	

森
本
治
吉
・
新
村
出
『
万
葉
集
総
釈
』
三
（
一
九
三
五
年
・
楽
浪
書
院
）。

注
12	

窪
田
空
穂
『
万
葉
集
評
釈
』
五
（
一
九
五
〇
年
・
東
京
堂
）。

注
13	

武
田
祐
吉
『
万
葉
集
全
注
釈
』
五
（
一
九
四
九
年
・
改
造
社
）。

注
14	

佐
佐
木
信
綱
『
評
釈
万
葉
集
』
二
（
一
九
四
九
年
・
六
興
出
版
社
）。

注
15	

土
屋
文
明
『
万
葉
集
私
注
』
五
（
一
九
五
〇
・
筑
摩
書
房
）。

注
16	

『
万
葉
集
』
二
（
一
九
五
九
年
・
岩
波
書
店
）。

注
17	

澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』
五
（
一
九
五
九
年
・
中
央
公
論
社
）。

注
18	

『
万
葉
集
』
二
（
一
九
七
二
年
・
小
学
館
）。

注
19	

『
万
葉
集
』
二
（
一
九
七
八
年
・
新
潮
社
）。

注
20	

井
上
哲
夫
『
万
葉
集
全
注
』（
一
九
八
四
年
初
版
・
一
九
九
三
年
再
版
・
有

斐
閣
）。

注
21	
『
万
葉
集
』
二
（
一
九
九
五
年
・
小
学
館
）。

注
22	
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
三
（
一
九
九
六
年
一
刷
・
二
〇
〇
一
年
四
刷
・

集
英
社
）。

注
23	

『
万
葉
集
』
一
（
一
九
九
九
年
・
岩
波
書
店
）。

注
24	

阿
蘇
瑞
枝
『
万
葉
集
全
歌
講
義
』
三
（
二
〇
〇
七
年
・
笠
間
書
院
）。
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注
25	
「
白
た
へ
の
た
す
き
」
も
「
白
和
幣
」
も
、
楮
を
原
料
と
す
る
白
い
布
で

あ
る
。

注
26	
た
す
き
に
関
し
て
は
、
巻
三
・
四
二
〇
番
歌
、
巻
十
三
・
三
二
八
八
番
歌
、

巻
十
九
・
四
二
三
六
番
歌
に
見
え
、
鏡
に
関
し
て
は
、
巻
十
二
・
二
九
八

一
番
歌
、
巻
十
三
・
三
二
六
三
番
歌
、
巻
十
三
・
三
三
一
六
番
歌
、
巻
十

四
・
三
四
六
八
番
歌
、
巻
十
七
・
四
〇
一
一
番
歌
に
見
え
る
。

（
ふ
じ
さ
き　

ゆ
う
じ
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


